
 

繋がりのある授業づくりや学び合いのある学習集団作りを行うことにより、
児童は主体的に学び、思考力・表現力を身に付けるだろう。 

 

研究主題 主体的に学び、思考力・表現力を身に付けた児童の育成 

    — 繋がりのある授業づくりと学び合いのある学習集団作りを通して — 

令和５年度 栗生小学校 研究構想図 

 

 

○ ゴール問題の設定 

○ サンドウィッチ型の単元構成 

○ 児童の関心や主体性を引き出す導入 

○ 習得した言語能力を発揮できる話し 

合い活動 

○ 振り返りの充実 

○ テンポのある授業展開 

学校教育目標 
困難に立ち向かい、前向きに生き抜く子どもの育成 

～ 自主・協働・創造 ～ 

○ 特別活動を中心とした学級集団づくり 

○ I-checkを活用した学級満足度の把握 

○ 栗っ子トライによる異学年での教え合

い・学び直し 

授業づくり 

研究仮説 

○主体的に学び生き生きと表現する子 

○認め合い高まり合う子 

○目標に向かって挑戦し努力する子 

目指す子ども像 

集めた情報を関連付けたり、整

理したりし、適切に活用する力 

自ら課題を設定し、 

計画的に課題解決する力 

相手に分かりやすく、 

自分の考えを述べる力 

本校児童につけたい
資質・能力 

学びを支える
環境づくり 

言語能力 

情報活用能力 
問題発見 
解決能力 


